「それから」読書メモ

　

　この作品は、明治４２年６月から１０月まで「朝日新聞」に発表された。漱石は予備門時代の旧友である当時満鉄総裁の中村是公から突然満州旅行を誘われて、急いで書き上げたのである。

　この作品を書くにあたって、綿密な見取り図、作品の構成全体がノートに記されている。骨格がすでにできていたのである。あとは、いかにその骨組に上手く肉付けするかが問題であった。しかし、前述のような事情から、その肉付けが足りずに、裸の骨格、すなわち、観念が露呈した状態になってしまったままであるという批評もある。

　この作品では、明治末期という時代もあって、主人公の「代助」の中にインテリジェンチャの模型を創造しようとしたが、ぎこちない人物像になってしまったことは否めない。また、ここでの男女の新しい愛と心理と運命、結婚のあり方を追求した。それは、「門」に発展的に引き継がれている。「三四郎」「それから」「門」は、一つの問題意識を追求する青春小説三部作と呼ばれるゆえんである。
　明治のジェネレーション

　　北原白秋　「邪宗門」　空に真っ赤な　　の色、、、　　虚脱感

　　国に役立つ人間としてゴールに立つ

　作品の背景

　　漱石、世紀末ロンドン留学から帰国、倦怠感、虚脱感　虚無感のなか

作品の人物関係

　主人公、代助、30歳、親父、兄夫婦のすねかじり、高等遊民

　平岡の細君三千代からの借金の無心に（500円）、――＞代助は、嫂に相談、200円を調達――＞三千代に金を届ける

目を覚ました代助の枕元に八重の椿が一輪落ちていた。

やはり、春に始まり、春の終わりにおわる

象徴する椿の花と鈴蘭（谷間のゆり、青春、幸福、死）

三千代は、ユリを持参し、大助を訪ねる（ユリの花言葉、欲望）

コップの水を飲む儀式

代助、嫂の進める縁談を拒絶――＞夕映え

停車場、ユリを買い求め、美知代とやり直す覚悟

三千代を向かえ、告白

三千代「あんまりだわ、」涙。「ｗｈｙ？」、「残酷だわ」、

そして、「もう少し早く言ってくれれば」

代助、覚悟、罪を知る

「焦る、焦る」と歩きながら、電車に飛び乗り、今度は「ああ動く、世の中が動く」

郵便ポスト、真っ赤な風船――赤い色が片っ端から代助の頭の中に飛び込み、ついに世界中が真っ赤に染まった。代助は、自分の頭が焼け尽きるまで電車に乗っていこうと決心した。

　

　男女の新しい愛と心理と運命、結婚のあり方を追求した。それは、次の「門」に発展的に引き継がれ、「三四郎」「それから」「門」は、ひとつの問題意識を追及する青春小説三部作と呼ばれる。

